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The saponification of vinylacetate-maleic-anhydride copolymer wi th caustic soda in aqueous 
solution was studied and compared with that of polyvinylacetate. 
Perfect saponification was much harder than that of polyvinylacetate. The reaction proceeded 
according to the equation dx/dt=k(a-x)2 but not to the normal second order reaction. 
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実験法は試料重合物約 0.5gを 100mlのエレシマイヤプラスコに精秤し， 71<. 10 mlを加え蒸気
拡1表カ性ソーダの濃度，加熱時間とケン化率 浴上で約15分間加熱溶解せしめ，ついで種々
( a) 0.5053 N-NaOH 25 mlとった。中和 の濃度のカ性ソーダ水溶液を一定量加えて所
に消費される分を引くと初濃度は O.218 mol/ l， 定の時間 91-930Cに加熱したo 反応の停止
共E合物i乙対するモル比は 3.05: 1.0となる。
Expt 試 料 加熱時間
N-HCl 
No (g) (min) (ml) I (搭)
0.5042 15 11. 21 60.0 
A 2 0.5164 30 9.27 87.4 
A3 0.5208 60 8.80 93. 1 
A 4 0.5084 180 8.94 97.1 
A 5 0.5026 300 8.99 99.3 
(b) 0.9762 N-NaOH 25 mlとった。中和
に消費される分を引くと初濃度は O.554 mol/ 1， 
共重合物に対するモノレ比は 7.77: 1.0となる。
bpt|試 料 i加熱時間 N-HCl 
No I ( g) I (min) (ml) (%) 
B 1 0.4945 15 96.5 
B 2 0.5064 30 31.85 96.0 
B 3 0.5017 60 31. 90 97.6 
B 4 0.5077 180 31. 64 98.9 
(c) 1. 9827 N-NaOH 25 mlとった。中和
に消費される分を引くと初濃度は1.273 mol/ 1， 
共重合物に対するモル比は 17.83: 1.0となる O
N-HCl 
No I (g) I (min) (ml) I (沼)
0.5132 15 39.40 97.3 
C 4 0.5047 30 39.50 98.2 
C 3 0.5189 60 39.28 98. 7 



















































































の露響を及ぼしているo これにカ性ソーダの OHー が近ずいて完全にアセチーノレ基と反応するには
上の様な条件を必要とするわけであるo これを更に動力学的に検討して見るとポリ酢ピの直接ケン
化はその反応式から見れば当然














共重合物初濃度は I(十 ) (~O fO ) I日本分子と同算して 0.05747mol/  
い COCH3 1.273、OH OH ' 
あるいは O.4770 g/40 ml 












































































































































































































































* aは共重合物の初濃度 (mol/l).xはケン化量 (mol/l)，kは dx/dt=k(a-x)2o kの値.k'は
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( 1 ) 桜田一郎編「ポリピ‘ニルアノレコー ノレJ(高分子学会， 1955)に坂口康義氏が「ポリ酢酸ピニル白ケン
化機構Jとして総括し文献も示しである。
(2) 合成織維研究(日本合成繊維研究協会年報)1(1)205(昭和17年)
(3) 文献 (1)に表示されている速度恒数koは試料ならびに実験条件によって必ずしも一定していないが
ただ一つの例を除いて他は著者らの値白2倍ないし数倍である。
(受理年月日 昭和35年9月27日)
